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 まず、人参養栄湯および十全大補湯によるMDSC分化抑制作用を、担がんマウスを用いた in vivo実験
で調べた。Balb/c系の雄性マウス（6週齢）の背部皮下にMatrigel®中に懸濁した 4T1-Luc2乳がん細胞を 1 











に影響するか否かを調べた。MDSC は免疫抑制因子として arginase-1 および一酸化窒素（NO）を産生す
る。単離したマウスの骨髄細胞を IL-6（40 ng/ml）およびGM-CSF（40 ng/ml）存在下に 3日間培養し、
MDSCへと分化させた細胞標本を用いて、その後、これらの方剤エキスの存在下にさらに 3，6，12ある
いは 24時間培養した。その結果、両方剤は arginase-1 のmRNA発現を作用時間依存的に低下させ、12時
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マウスの背部皮下に 4T1-luc2細胞（1 x 105 cells）を移植し、腫瘍増殖および骨髄中のMDSC分化を誘発
した。人参養栄湯および十全大補湯は腫瘍移植後、3−6 日目に投与した (A）。第 7日目に骨髄（B）およ
び脾臓（C）を摘出し、組織中のMDSC数を計測するとともに腫瘍サイズ（D）を測定した。 






ために、骨髄細胞より分化誘導したMDSC を標本として、arginase-1 のmRNA 発現に対する種々の刺
激に対する反応を調べた（データは示さず）が、その中で最も著明な作用を示したのは Th2 サイトカイ
ンの IL-4であった。IL-4は処理濃度（1-20 ng/ml）依存的にMDSCによるarginase-1発現を促進し、
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図 2．MDSCの免疫抑制因子のmRNA 発現に対する人参養栄湯および十全大補湯の作用 
マウスの骨髄細胞より分化させたMDSCを、vehicle（○）、人参養栄湯（1 mg/ml,□）または十全大補湯
（1 mg/ml,■）存在下に表記の時間培養し、arginase-1（A）および iNOS（B）のmRNA 量を測定した。 
Mean± SE (n=3), *: p<0.05 vs. control. 
 
 
図 3. MDSCの arginase-1 mRNA 発現に対する IL-4 の作用 
マウスの骨髄細胞より分化させたMDSCを、表記濃度の IL-4存在下に24時間培養し、arginase-1のmRNA






を著明に抑制することを示唆した。また、MDSCによる arginase-1の発現が IL-4 によって亢進したことも
興味深く、Th2サイトカインが病態形成に関わる間質性肺炎などの線維症を伴う病態でも本細胞が増悪因
子として機能することが推定された。すなわち、人参養栄湯や十全大補湯による MDSC 機能の阻害は肺
線維症などの疾患の悪化予防にも応用できる可能性が考えられ興味深い。 
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